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The Communicative Activities Based on Debate 
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 肯定側 否定側 
１ 立論（３分）  
２  質疑（１分） 
３  立論（３分） 
４ 質疑（１分）  
５  第一反駁 
６ 第一反駁  
７  第二反駁 
８ 第二反駁  
































 本授業の受講者 54 名に対して，選挙とのかかわ
りを調査した。 
Q1：あなたは選挙に行きましたか． 
  投票率は 65%であった． 
 投票に行った理由を複数回答可で選択肢から選
ばせたところ、他者からの働きかけが最も多く 18









 この質問に，投票に行った 35 名がどう答えたか． 
27 名が，影響があったと答えている．具体的には、
行かないつもりだったが投票に行ったこと，色々考
える機会となりいわゆる「フィーリング投票」は良
くないと考えたことが書かれていた。 
 投票に行かなかった19名の回答も興味深い．色々
なことを考えた結果だということが読み取れるが，
知識がついたことで明確な意思をもてて投票しな
いという行動をとったと書いた者が複数いた．この
行動と根拠をどうとらえるかは，ディベートの教育
的意義を考える視点になる． 
 
4. まとめ 
 ディベートは話す力を培う実践的活動であると
同時に思考のレッスンでもある．ディベートを学習
する前は選挙に対して表面的なイメージしか抱い
ていなかった，もしくは考える対象にすらしていな
かった学習者が，肯定否定の両面から 18 歳選挙権
について議論したことにより明確な根拠をもとに
自分の意思をもつこととなった．学習対象のとらえ
方が，単なるイメージから根拠を伴った主張へと発
展したのである．この変化は準備段階，実戦，振り
返りという一連の流れで成り立っているディベー
トが，学びの場として有効であることを物語ってい
る。 
 旧来の講義中心からアクティブ・ラーニングへの
変革が求められている．ディベートでは，学習者が
調査し，他者と議論をすることで主体的に考える場
がもたらされる点で，アクティブ・ラーニングの要
件を兼ね備えたコミュニケーション活動と言える． 
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